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福島町は森を活かした木の 
ブランド化を行うと良いと考えました
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10年後には人が多く賑やかな町
であってほしいと思っています

3



しかし、今の福島町には少子高齢化や
人口減少という課題があると思います
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これらの問題を解決するには働く場所を増や
し、福島町を働きながら住むことが出来る町
にして人を増やすことが必要だと思いました
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そこで、森を生かした木のブランド化を
すれば、福島町の魅力を他の町の人にも
伝えることができると思ったからです
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具体的には、はじめに福島町独自のブ
ランドを展開して、ブランド製品を作
るための働く場所を増やしたいです。
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生活用品や家具作りをメインとし
た木製の商品やインテリアにも使
えるオシャレで若者向けな商品な
どを低価格高品質で提供したい 

～ブランドとは？具体的に～

福島のブランドらしくスルメやすもうなどのデザインもありかも…
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森を活かした産業による林業の活性化 

～ブランド化政策で期待できる効果～
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ブランド製品を作るための工場や商品を売
る店舗を作るなどで働く場所を増やす 

～ブランド化政策で期待できる効果～
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地域ブランドとしてPRして、福島
町の知名度を上げるきっかけを作る

～ブランド化政策で期待できる効果～
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ブランド製品を売買することで経済を回す 

～ブランド化政策で期待できる効果～
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予算は農林水産業費である2億4325万円
の内から投資して欲しいと考えています
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このアイデアを役場の方々中心に
行って欲しいです。

14



以上の理由で、私たちは 
福島町は森を活かした木の 
ブランド化を行うと良いと考えました。
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これからの福島町はこの提言を通して
働く場所が沢山あって、皆んなが暮ら
したいと思える町になって欲しいです
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